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１．現在の研究	
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1．１．着想	
  

 　 　近代教育の発想を乗り越える形で	
  
 　 　「⾝身体による学び」を解明する	
  

知識識 知識識 

教え⼿手	
   学び⼿手	
  

技能 技能 

教え⼿手	
   学び⼿手	
  

近代教育の発想（⻄西岡, 2008） 
 　…知識識・技能の表象化、⼀一⽅方向的に伝達、伝達⽅方法のマニュアル化	
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1．２．⽬目的	
  

教え⼿手	
  

「学び」の相互作⽤用	
  

⾝身体的相互⾏行行為空間	
  

学び⼿手	
  

 　 　⾝身体の臨臨機応変たる働きに着⽬目した 
 　 　「学び」モデルの構築	
  

遊び、模倣、
同調	
  

弟⼦子の変化
師匠の変化	
  

伝統、状況	
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1．３．淡路路⼈人形座の稽古	
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使⽤用される指⽰示語の分析	
  
⼈人形の使⽤用感についてのインタビュー	
  
当事者たちの⾝身振りの記述	
  

中⾼高における指導	
  

座員同⼠士の稽古	
  



１．４．成果	
  

主遣い→左遣い 
主遣い→⾜足遣い	
  

「間」の取れたしぐさ 　 　 　 　 　 　 
主遣い「気持ちいい」 　 　 　 
左遣い「勝⼿手に動く」 　 　 　 
⾜足遣い「軽い」 　 (Okui, 2012)	
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(Okui, 2012)	
  

成果	
  

意義	
  



２．科研での研究	
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２．1．着想	
  

 　相互⾏行行為として遂⾏行行される「⾝身⼼心変容」の模索索	
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すべての⾔言語は⾝身ぶり的あるいは実存的意味をもっているのであり、異異⾔言は、…
意味に満ちた世界に棲みつく知性をもった⾝身体の実存的リアリティを	
  浮かびあ
がらせているのだ	
  

内観、瞑想、座禅	
  異異⾔言、憑依、祭り、修験道	
  

「しかし⼆二本⽬目の⽮矢はどう⾒見見られるか。これは私から出たのでもなければ、私が
中てたのでもない。そこで、こんな暗さで⼀一体狙うことができるものか、よく考
えてごらんなさい。それでもまだあなたは、狙わずには中てられると⾔言い張られ
るか」…それ以来、私は疑うことも問うことも思いわずらうこともきっぱり諦め
た。	
  



2．２．⽬目的	
  

弟⼦子	
  

「⾏行行」の相互作⽤用	
  

⾝身体的相互⾏行行為空間	
  

師匠	
  

 　 　「⾏行行」の空間の構造を記述する	
  

⼯工夫、模倣、
同調	
  

弟⼦子の変化
師匠の変化	
  

伝統、聖典	
  

9	
  



２．３．修験者の⾝身体技法	
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先達は何を伝えるのか？いかに伝えるのか？	
  



２．4．祭りの伝承	
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２．４．予想される成果	
  

①⾝身体的⾏行行為（⾏行行の⼿手続き）の記述 

②⾝身体的相互作⽤用の特殊例例の発⾒見見 

③表象的意味と⾝身体的意味の接点 

④⼈人間を越えるものに近づくという「教育」	
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